
　
今
月
は
宮
地
嶽
の
松
ヶ
枝
餅
を
作
る
８
店
舗
に
取
材
し
、

宮
司
門
前
町
商
店
会
会
長
で
宮
地
館
店
主
の
阿
部
剛
一
郎

さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

地
嶽
の
松
ヶ
枝
餅
は
宮
地
嶽
神
社
の
門
前
町
で
昔

か
ら
人
気
の
焼
き
餅
で
す
。
阿
部
さ
ん
は
「
私
の

店
は
創
業
80
年
の
伝
統
が
あ
り
、
私
は
３
代
目
。
今
は
次

の
世
代
に
も
技
を
教
え
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。
現
在
、

松
ヶ
枝
餅
は
８
店
舗
（
大
阪
屋
、
開
運
堂
、
小
松
屋
、
さ

か
き
や
、
島
屋
、
人
形
屋
、
宮
地
館
、
森
永
屋
）
で
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
阿
部
さ
ん
は
宮
地
館
の
店
主
で
あ
り
、
宮

司
門
前
町
商
店
会
の
会
長
と
し
て
８
店
舗
を
ま
と
め
て
い

ま
す
。「
同
じ
松
ヶ
枝
餅
で
も
８
店
舗
そ
れ
ぞ
れ
で
伝
統

や
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。
宮
地
館
の
こ
だ
わ
り
は
北
海
道
産

の
大
納
言
小
豆
を
使
っ
て
い
る
こ
と
。
他
の
店
で
も
原
料

や
、
昔
な
が
ら
の
手
焼
き
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
で
食
べ

比
べ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
宮
司
門
前
町
商
店
会
（
宮
地
館
）
宮
司
元

町
２‐

１
☎
５
２
・
０
１
７
６

▲焼きたてがおいしい宮地嶽の松ヶ枝餅

思
い
　
き
ら
り

宮
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　神興地域では毎週水曜日、勝浦の直売所「あんずの里市」が出前
市を行っています。場所は東福間駅前のショッピングセンターにあっ
た食料品店跡。この地域では現在、高齢化率の上昇や食料品店の撤
退などが課題となっています。市では持続可能なまちづくりを目指
して、東福間駅周辺のにぎわい再生に向けた取り組みを始めました。

▲大阪屋の川﨑 力さん

宮地嶽の松ヶ枝餅
　松ヶ枝餅とは宮地嶽神社の門前町で売られて
いる小豆あん入りの焼き餅のことです。表面に
宮地嶽神社の神紋である「三階松」の焼印が付
いています。定番の白餅と、生地によもぎを練
りこんだ「よもぎ餅」が福津の極みに認定され
ています。

（白餅・よもぎ餅）
まつがえもち

福津
逸品
匠がつくる

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は「
福
津
の極

み」
に認
定されているブランド品

と
、そ
れ
を
つ
く
る
匠
を
紹
介します

たくみ

宮地
嶽の
松ヶ
枝餅

10
個購
入で
1個
おま
け

平成
31
年3
月3
1日

（日
）ま
で

有効

き 
り 
と 
り
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